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nに対 して相関関数が (20 8) 式の形に書けるときp fullcoherence と定義した｡
fullycoherent な福射場は, 光子数表示したときの密度行列の対角成分の大きさが,
Poisson分布の形で与えられるという制限を課し, 非対角成分の大きさには何ら制限














で示されるYoungの実験において,スリットPlとP2で回折しスク リー ン上の点 Pで
重なり合 う二つの栢射場は, 振動数が等しくても,波数ベクトルの向きが違 う異なる























































































して,干渉縞の鮮明度は相関係数 可に一致する｡ つまり, (4.4)式を使って鮮明度 Vを
計算すると
























な状態 タ F73 は熱放射状態'p4は光子数がnに確定している状態を各々あらわしている.
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まず光子数のゆらぎについて比較 してみる｡ コヒーレント状態 qと fullycoherent
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αー)く∝ー el聖断 '(nJ4品5e-AP.d紬 frt)(Ylf
くN) 帆lユ f∝ー& (A) くれ)
(N2) αーf王.+l∝l牛 ∝ーー&十帆4 くn)十~2(Tt)2 (yt)1
ANつ laJ2 ldTユ くれ)+(Tt)1 0
くN)《r1<くNf
くC) 0 cos+" 0 0 0
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也の IT 0 丁 -+e-ldlJ 喜一i(ふ ) 与一寸S竹.
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の値は' plと p2の場合は零になるが,熱放射状態 p3の場合は' 発散する｡
次に位相のゆらぎの二乗平均<AC2>と<AS2>の値を 各状態について比較してみる｡







特に,同じfully0herentな状態であるFTlとF72 について比較 してみる｡ 光子数のゆ
らぎの二乗平均は,共に Ia12で等しい｡これはどちらの状態も,その密度行列の対角
成分が
<nlpln,-甥 芋 e-1αI2 (503)I
となり,同じPoisson分布 していることによる｡ところが,位相のゆらぎを比べると大
きな差が出る｡ 平均光子数が大きいとき,コヒーレント状態は, ゆらぎはなくなる｡逆
に,I?2はゆらぎが最大になる｡ これは密度行列の非対角成分の違いによる｡ つまり, 位
相のゆらぎの大きさと,密度行列の非対角成分の大きさが関連しているためである｡ 福
射場が fullcoherenceであるとき,その密度行列の非対角成分には,何ら制限が課せら
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